
タマネギ乾腐病の発生環境については,高 温で

の多発工
h準
え〃σ%θご筋♂rだ2 / /ビsナ/於と乾1腐病菌に

ついての複合感染についての報告
川Hの
ほかは知

兄が少ない。そこで本章では ,実 態調企(第III章)

やほ場での観禁結果から,本 病に関係のあるとみ

られる 2, 3の 環境要因と関連微生物について実

験を行った。

1 .土 壌水 分 と発病

(1 )実 験 方 法

1979年9月 ,上 川農業試験場のファイロンハウ

ス内に,無 氏の木枠 (90×60×深さ50cm)を設置

し,缶 良野市の本塙 多発畑か'っ採取した本病汚染

土と同農業試験場内の水阿土壊を1:5(容 量比)

の官iJ合で注と和して搬入し,更 に催病タマネギの細

片をすき込んで病土とした。

1981年5月 15日, この枠内に本病 多発畑で育苗

したタマネギ苗を, 各区24本つつ移柚した。施肥

は空素 (塩化アンモニウム),携 駿 (過りん駿石

灰 ),加 呈 (硫駿加1里)を ,成 分量でそれぞ才し15,

40,20kg/1o aの|と,‖合で用いたっ

イく劣鴻合
:Fli!は
, 5月 15口からネ勺2'里「首‖よ, 荘rのi舌

活をはかるためにpF  2 , 0とし, 6月 1日からは,

高水分 (p F  2 . 0 ) ,中水分 (p F 2 . 3 ) ,低水分 (p F

2 . 6 )の 3処 理区 とした。水分の測定は,テ ンシ

Table 32.  Influence of

(Kamikawa
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VIl.タマネギ乾腐病の発生環境

soil、vater on the incidence of

Agr.Exp.Stll.,1981)

オメーターで行った。作処理について, 3反 覆で

実験したっ

(2 )実 験 結 果

移栖時の苗の供菌率は31%で ,実 験期「HD中のF▲

甥 ψθ/″物の菌量は,約 5,0×102/幹土 gで あっ

た。 作時期の発病率と収穫時の病株率をFig.22,

Table 32に力ヽした。

発病株は,中 ～低水分区では6月下句から7月

上句にかけて認められ, 7月下有Jから8月上句に

かけて急、増した。低水分区では, 8月初句に発病

を認め,その後の発病株キの増加は緩1完`であった。

収穫時の病株率は中～低水分区で高かった。

pF 26

pF 23

pF 20

June July Aug     Sep

Fig. 22.  The incidence of basal rot of Oni(Dns at

different soil、、Fater(1981)
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basal rOt of onlons

pF of soilα
)

(June l to Aug.31)

%うof basal rot onlons at harvest

l block       2 block 3 block        2生 ve.

2 . 3

2 . ( )

1 0 . 8

2 6 . 7

8 ` 3

16,7

20.8

8 . 3

20,8

37.5

1 2 . 5

1 9 . 3

2 5 . 0

9 . 7

α) 2へ1l b10Cks、vere at pF 2.O fronl MIay 15,the date of transplantillg,to MIay 31
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温 度 と 発 病

( 1 )実 験 方 法

15℃か ら28℃までの 4段 階の温度で,発 病 を比

較 した。接種は鱗片 と小母球に対 して行った。

小母球は,殺 菌人工培土で栽培 したオニオンセ

ットである。多発畑か ら採取 した病上 を素焼鉢 (直

径15cm)に つめ,更 にその表面に本病病原菌 (OF

-7803)の 胞子懸濁液 (濃度,105/mり を200配

加 えたのち,小 母球 を定植 した。これらを人工照

明下の,そ れぞ/Lの温度に保たれた定温器内にお

いた。

Table 33.  Effect of teI13perature on the

development of leslon on oni、

on scales inOculated by ダ%sα―

ガ″物θtt sクθ物物f. S p .び。ルタ

Disease lndex

(5 days after inoculation)
Temperature

l block 2 block 3 block  Avr

鱗片接種は,Ⅳ -1に 示した方法により行い,

各温度の定温器内においた。

(2 )実 験 結 果

結果をTable 33,34に示した。鱗片接種の発病

指数は, 15～20℃のとき1.8～2,3で
｀
あるのに対し,

24～28℃では3.0～3。3であった。一方,イ 母ヽ球接

種においては,15～ 20℃のときの病株率が17～47

%で あったのに対して,24～ 28℃では 87～90%と

高率であった。

従って,高 温により本病の発病は促進されると

考えられた。

Table 34.  Effect Of temperature on the

development of basal rot of

onlons

%of basal rOt onlons
Temperature

l block 2 block 3 block  A vr

1 5 C

20

24

28

α) Averagc of 10 onions

tion.

Onion set were used for

20 days after inOcula‐

the experilnent.

条件についてはほぼ同一である。

窒素肥料は塩安を供試し,施 用量は30,15, 0

kg/10a(成 分量)と した。燐酸,加 里は過りん

酸石灰と硫酸加里でそれぞれ40,20kg/10a(成

分量)施 用した。供試ほ場の試験区の設定及び土

壌などの特性は Table 35に示した。

1 5 C

20

24

28

1 1 8 b )

2 2

3 , 1

3 . 0

2 0

2 4

3 . 0

3 . 8

1 7

2 . 3

2 . 8

3 . 2

1 , 8

2 3

3 0

3 . 3

″) See Fig 10 and Table 8

b) Average of 10 scales,

3 .窒 素施用量 と発病

(1 )実 験 方 法

富良野市下台地区の多発畑 (下五区)と 少発畑

の 2ヶ所で,1 9 7 9 , 1 9 8 0年に実施した。両ほ場は

直線距離にして約 4 k m離れた地点にあるが,気 象

Table 35,  Characteristics Of the fields tested in Table 36.

Locality in

FuranO

Years of continuous

cropping of onions
Soil

帥生axiIIlum water holding

capasity

Kanllgoku

Shirllogoku

alluvial,sandy loam

a l l u v i a l . 1 0 a m

55%

68
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( 2 )実 験 結 果

結果をTable 36に示 した。 少 発畑においては,

窒素施用量と発病の関係は明瞭で,施 用量の多い

ほど乾腐病の発病率が高かった。多発畑において

は, 多窒素区 (窒素,30kg/10a)で は発病率が

高いが,中 窒素区 (同,15kg/10a)で は,無 窒

素区との差がみられなかった。nθ%伊sttθ物物など

の微生物数については,両 ほ場間あるいは各処理

間の差はみられなかった。

Table 36.  Influence of nitrOgen on the incedence of basal rot of onions and on the

pOqulation of soil rnicroorganislns(Furano,1979 and 1980)

Date of  Location of Supply of  夕 うof basal

sampling     field     nitrogen  rOt Onlons

No.of rnicroorganisrs per g Oven dry soilα )

Bacteria Actinomycetes Fugi   n Dtts夕 θ夕物物

Shirnogoku

30kg/10a

15

0

7 . 1 ×1 0 5

9 , 4

1 3 . 7

1 0 、3

6 . 0

3 . 5

8。6× 10 5   1 1 . 5× 10 3    2 . 7 X 1 0 2

1 0 , 5        9。 1       3 . 3

24.7         6.8         4.1June 25,

1979

Kan■ igoku

30

15

0

14.5

14.1

1 1 . 8

15,1

9 . 9

1 1 . 2

3 , 2

3 . 6

3 . 8

24.7

1 5 . 0

1 7 . 5

16.5

23.9

11.0

Shilnogoku

8 . 9

4 . 3

2 . 0

9 , 3

6 。1

5 . 4

10.3

5 . 2

1 7 . 3

1 6 . 1

5 , 3

1 2 . 6

3 . 2

4 . 1

3 . 3July 7,

1980

Kalnigoku

1 0。4

7.6

8 . 2

21.4

11.7

18.6

1 3 . 6

9 . 4

1 1 . 1

8 . 1

1 3 . 4

5 . 7

2 . 6

1 . 7

3 . 6

α)Used Albumine,Martin,and Komada's nledia for

respectively

4.他 の微 生物 と発病

(1)紅 色根腐病と乾腐病の関係

北海道内のタマネギ栽培地帯では,永 年その全

域でタマネギの根の紅変症状が認られていたが,

近年これが亀旅物θび物2勉勉γ″sナ/なによる紅色根

腐病であることが知られたと そこでこの病害と
乾腐病の関係について検討した。

1)紅 色根腐病の発生状況

1974年以降 6ヶ 年の調査によると,本 病は道内

全域に発生し,土 壌や気象条件による発生の違い

はみられない。しかしタマネギの連作との関係は

密接で,初 年畑では殆んど発生がみられず, まれ

に発生している場合でも,病 株率は 1%を こえる

ことはない。一方, 2年 以上の連作畑の殆んどで,

Bacteria and Actinomycetes,fungi,and Fl θ χtts,θ/物タタ2,

本病が発生していた (Table 37)。

本病はすでに育苗中に現われ, タマネギの移植

後,30日 目には殆んどすべての根に紅変症状がみ

られる。症状は,根 の表面がごく僅かに変色する

ものから, 内部が空洞化しているものまで様々で

ある。

2)タ マネギ根からの Pyrenochaeta terrestrに

及び F oxysporumの 分離

a .実 験 方 法

041%昇 禾50%ア ル コー ルで30秒問表面殺菌 し

たタマネギ根の小片を,酸 性 PSA上 (25℃)に お

き, 5～ 7日 後に現われた菌そうを調査 した。内

部が空洞化 している根を枯死根 とし,そ れ以外の

根を生根 とした。
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Table 37.  Relation bet、veen the incidence of pink root of onions and continuous

cropping of Onions(IIokkaido,1974)

1アears of continuOs         No.of        戯 うOf lots Sorted by incidence of pink rootb)

cropping of onions         lotsα )         NOne          Lo、
v High

None    Paddy field in 1973 11

Plants other than OniOn       23

100

96

0

4

ContinuOus    2to 5

over 5

2 7

4 6

0

()

7

0

9 3

1 ( ) ( )

α) One hundred and seven onlon fields、vere selected for survey in Hokkaido.  200 oniOn

plants at differellt 3 spots in the sainle Field、vere exalllined

b) Sorted by percentage of the Onions infected by pink roOt  Nolle i no pink roots,

Low iO.3-10%of pink root onions,High i over 90%of them

b.実 験 結 果               の 分離率は,6月 ですでに60%に 達した。生根でも

結果をTable 38に示した。Pル //gsナ/本は, 夕   8月 に60%と なった。F.θリジθ/″″物の分離率は,

マネギの全生育期間を通じて分離され,枯 死根から  な li死根で高く生根でlltかった,

Table 38. Isolation of Pッで%θび力″″α/2/竹sナ″s alld F7rャ7ガ″″777`ポば少θ々 ″″

frolll onion roots(Furano,1978)

Fungi
Roots %of the fungi isolated

testedα)      単 生ay 10      June 12     Aug。 18      Sep.10

P、す2/万夕s力佑
Dead

Healthy          l()

32            5ぷ 忠0             9温

(;2            76

Fl θ料ミクθ′物″″2
Dead

Healthy

4()       (う 2        1()()       1(D()

( ) 28            3()

2) Fifty rOots、 rere tested

3)PyrenOChaeta terrestrにと乾腐病菌の混合   し た苗の立|liは,とと合核本tした土壊でtll,立1悼存

接種による発病              か やや増加|する程度であった。

a.実 験 方 法               従 って只rg/′ゼsチお は単独でタマネギに病原性

PSAで 紅色根腐病菌,乾 腐病体iをそれそれナi千養   を 示すか,乾 腐病の発病を1足進するとは考え'フれ

し, この含由寒天によって≧盤部核～1(IV-1,   な かったっ

タマネギ幼苗≧盤 )を 行った。鴻iと合接柿は,そ れ

ぞれの含菌寒天を同時に核梅した。また比較のため, (2)ダ ニと乾腐病の関係

各々の菌の単独接純も行った。'1と度は25℃とした。    乾 店塙に催病 したタマネギの茎盤部にはタニ

(6ご7′θg'y少'と俗 Sp.)か寄生 していることがおおい

b.実 験 結 果                事 実は,病 徴の章 (II-2)で '上べた。本項では,

結果を Table 39に示した。只 彪/,マsナ〆た は根の   本 病の発生 とタニの食害 との関係について調べた。

紅変をもたらしたが,茎 盤部に褐変は生じなかった。

混合接種をしても,茎 盤部の褐変は助長されなか   1)タ マネギ茎盤におけるダニの寄生状況

った。なお別に行った実験では餓片に対する接rFTl    a.調 査 方 法

梅では上記実験と同様のイヒ点向を示し,塙 Jlに接梅   1!f良 野市の本病多発畑 (久保氏ほ場)で ,1974
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Table 39. Disease developrnent Of Onion bulbs inoculated by」 宅ン1夕%θσんα夕滋 ルタク1夕sナ物S

and/Or月 %sαガ%物 o矢ドクογ%物 f.Sp.ご2クαタ

Fungal species Ldateo  Nα迭盟
onSだ
8と塩撒二)B盤器悌」 Rooting

え 才2夕劣夕sけれs

P-1-1

P-3-1

P-lo-1

10

10

10

10

10

10

0

0

0

slightly repressed

do.

do.

O F - 7 4 0 9

n。.f . s p .び″形2  0 F - 7 4 2 3

0 F - 7 4 2 8

10

10

10

0

0

0

3 . 1

2 . 9

2 . 7

no rooting

do.

slightly rooting

P.ル タク1夕sサタ杉s

十

二 θ. f.sp. c2ルタ

OF-7409+

P-1-1

P-3-1

P lo-1

10

10

1 0

10

10

10

2 . 8

3 . 1

2 . 6

no rooting

do.

do.

Control highly rooting

α) Roots and steIIlplate at 10 days after inoculation.

年 6月 11日か ら 9月 21日 までのあいだ調査 した。

健全株 と罹病株 をそヤしぞ″L20株づつ掘 りおこし,

茎盤部 をナイフで切開 して,解 剖顕微鏡下で寄生

ダニ数 を計数 した。

b,調 査 結 果

June      Julb Aug.    最 〕p

Fig.23. Number of mites,C‐α′θgルクんクS Sp.,at

the steIIlplate of basal rot Or healthy

onion(Furano, 1974)

F i g . 2 3に茎盤部におけるダニの寄生数の時期

別推移を示した。病株の基盤部では,調 査全期間

Bro、vning of stemplate was referred to′ rable 9,

にわたリタ
や
二の寄生が認めら″し,初 期の病株では

寄生数10～100頭であったが, 8月 以降には450～

830頭となり,収 穫時には1,000頭をこえた。健全

株においては,全 調査期間中夕
ヾ
二の寄生を認めな

かった。

2)ダ ニと乾腐病菌の混合機種による発病

a.実 験 方 法

母球接種の方法に準じ,球 径 4 cm内外の母球の

茎盤部に,ダ ニ20頭と乾腐病菌の含菌寒天を同時

に接種し,殺 菌人工培土をつめた100配のビーカー

に置いた。比較のためダニまたは乾腐病菌の単独

接種区をもうけた。温度は25℃とし,23日 後に茎

盤の褐変とダニの寄生状況を調査した。また根の

生育状況を観祭した。各区 5球 を供試した。

b.実 験 結 果

結果をTable 40に示した。ダニの単独接種区で

は,茎 盤に褐変は生じなかった。またこの区では,

接種 したダニが調査時に離脱して 1～ 2頭 の寄生

しかみられない場合があった。

混合接種区では,茎 盤の褐変に加えて病斑の拡

大が鱗業部にまで達 しており,乾 腐病菌の単独接

種区より症状が激しかった。

Ｆ
Ｏ
一
Ｆ
Ｏ

■
Ｏ
ａ

∽
ｏ
〓

ｃ
Ｆ

中
Ｏ
　
Ｌ
０
０
ｒ
Ｃ
ョ

Ｚ

healthy
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Table 40.  E)isease development of onion bulbs inoculated by the rnite,Caブ9g!伊伊九″S Sp.,

and/Or F%sα ガク物 D聯 夕θ物 物 f.Sp.び タノルタ

InOculation
Bro、、砲ing         lndex of No.of

Of stemplateb)       parasitic lnitesC)
Rooting

MIiteα)

帥Iite十二0.fasp.びαルタ

ニθ.f.sp.び2匁タ

Control

0

4 . 0

3 . 2

0

1 . 0

2 . 0

0

0

highly rooting

repressed

do.

highly rOoting

α)TWenty mites were inOculated.

b)See Table 9.

c) Index are 2.0 :over 50 111ites, 10 : 1-50,and O i no rlltes`

盤部を縦断して調査した。試験区の全株について

調査した。
5.耕 種 法 と 発 病

(1)移 植期と発病                2)実 験 結 果

1)実 験 方 法                  結 果をTable 41に示した。 7月 上旬より8月

1974年,富 良野市の本病多発畑 (久保氏ほ場)  上 句までは,移 植期の遅いものほど発病率が低か

で実験した。本畑の
一部に設けた苗床で育苗し,   っ たが, 8月 中旬から下旬にかけていずれの移植

通常の移植期 (5月 8日 )と その20日後及び40日  期 のものも発病率が急、増し, 9月 3日 では全区と

後に移植 した。                   も 40%を こえた。なお 6月 28日の移植では,歌 腐

7月 6日 から8月 17日までの発病調査は,地 上   病 の併発が多かった。

部の症状から発病株の判別をし, 9月 3日 には茎

Table 41.  Relation bet、veen the incidence of basal rot of onions and the date of

transplanting(Furano,1978)

Dtte of trans」航hg控黒慨監呂1
象うof basal rot onions

帥Iay 28

June 17

June 28

onions examined July 6 ~~jもly i7  Aug.3  Aug.17  Sep.3
695           0.6         3.6         9.0        24.3        48.5

1,345           4.4         7.4         17.0        29.5        47.7           ,

481           0.4         0           0          19.3        40.0

(2)輪 作と発病                  に よる輪作区のいずれも, タマネギの連作区と大

1)実 験 方 法                 差 のない発病率であった。別に調査した各区の土

前項と同じ本病多発ほ場に, タマネギ以外の作   壌 中における二釘パクθ/ク物の菌量は, トウモロコ

物を3年 間輪作し,そ の後に栽培 したタマネギの   シ ・ダイズ ・コムギの輪作区においては連作区の

発病を調べた。対照としてタマネキを連作した。   約 半数のほかは,連 作区とほぼ等しかった。

各区50m2で 反覆なし。

6.小      結
2 )実 験 結 果          '

結果を Table 42に示 した。トウモロコン, コム   本 章においては, タマネギ乾腐病の発生環境に

ギ,ダイズ,ニンジン,ダイコンの各作物の組み合せ   つ いて実験を行った。



児玉不二雄 :タマネギ乾腐病とその防除に関する研究

Table 42.  Relation bet、 veen the incidence of basal rot of On10ns and crop rotation

(Furano,1974 to 1977)

Year Crop rotation

9 7 4

9 7 5

9 7 6

9 7 7

corn

radish

、vheat

onlon

wheat

carrot

soy bean

o n l o n

soy bean

corn

radish

o n l o n

carrot

、vheat

corn

onlon

radish

soy bean

carrot

onlon

onlon

onlon

onlon

onlon

%うof basal
rot onions

42.lα
)

33.8 37.9 34.6 37.5 39.8

α) At hervest in 1977.  Avr  of 3 blocks.  No significance among the figures.

本病の発生が乾燥条件下で目立つことは,干 ば

つの年や同一ほ場内で砂れきの多い部分に発生が

多いとするタマネギ農家の経験的事実として知ら

れていたが,本 実験により上壊のpF2.3以上の場

合発病が促進されることが確められた。最近,東

田ら
191よ
土壌肥料学的見地か ら,土 壌水分と発病

に関する調査を行い,作 土層の下部に砂れきの多

く乾燥しやすい土壌では,本 病が多く発生するこ

とを報告 している。              ,

温度 と発病の関係をみると,28～ 32℃の高温で

発病が最も著しいことは,Walker&Tims67)が す

でに認めており,Abawi&Lorbeer 4)も これを確

かめ, また北海道では石デ
6)が
タマネギの子苗を

使った実験で,発 病に25℃前後の高温が必要であ

るとした。本実験の小母球接種の結果はWalker

&Tims67)の報告 と一致し,28℃ で発病率がもっと

も高かった。また鱗片接種の結果は,24～ 28℃の

とき病斑の拡大が著しいことを示しており,本 畑

で 8月 以降発生率の上昇することをよく説明する

ものである。

窒素の施肥量と発病の関係については,少 発畑

においては多肥 (30kg/10a)に より病株率は増

加 したが, 多発畑では明瞭な関係がみられなかっ

た。これは,窒 素肥料の多用がタマネギ畑の塩類

濃度を高めてタマネギの初期生育を抑制し,そ の

結果乾腐病の発生率を高めるとした,岩 ぷ」ら
2ぷ|の

報告 と必ずしも一致しない。

紅色根腐病 と乾腐病の関係については,古 く

Davisら
11赤
,乾 腐病菌のタマネギヘの侵入は,根

の基部又は茎盤部に傷があるか,貝 彪/″s″ななど

他の菌の侵入が必要であると報告 している。近年,

北海道において紅色根腐病の発生が知られたので

両者の関連について検討したが,只 物/″s″なによ

る発病の1足進は認められず,両 者は独立にタマネ

ギを侵すと考えられた。

つぎにダニの寄生と乾腐病の関係を調べた。罹

病株の茎盤部には常に夕二ヾの寄生が認められたが,

健全株では全く認められなかった。接種試験によ

り両者の関係をみると,ダ ニ単独接種ではタマネ

ギに寄生せず,混 合接種した場合には,そ の寄生

と乾腐病の著しい病斑の拡大がみられた。ダニと

Fttαγグク物菌の関係については,チ ュー リップ球

根腐敗ポ
は刑73準
ラッキョウ乾腐ポ

5)で
は,病 原菌

に侵された鱗茎の腐敗部分に好んでダニが寄生す

ることが知られており, タマネギの場合もこれら

と同様と考えられる。ただし, タマネギに寄生す

るダニはゴミヨナダニ属の一種 (Cαゑダ″力体 Sp.)

であって,チ ュー リップなどのネダニ(貿力娩 秒―

タカ循 Sp.)とは異なることが明 らかにされてい

る 。

耕種法と発病の関係については,通 常より20～

40日間移植が遅″しても本病の発生は減少すること

はなく, また 3年 間の短期輪作によっても発生は

減少しなかった。

以上の結果から, タマネギ乾腐病は土壊水分が

低い乾燥条件で発病 しやす く,高 温条件により発

病が1足進されると考えられた。またダニの寄生は,

本病の病斑がタマネギの茎盤部から鱗業部に拡大

するのを助長するものと考えられた。
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VIll。防

本病の発生生態に関する研究により明らかにさ

れた伝染経路や感染様式に対応する各種の処理方

法を検討 し,有 効な防除対策を明らかにするため

以下の実験を行った。

1.種 子 消 毒

(1 )実 験 方 法

供試タマネギ種子は,1974年富良野市産で,90

%以 上の二θχysttθγ物物の分離されたものである。

土壌は本病多発土から採取したものを用いた。

薬剤による種子消毒は,所 定濃度の薬液に浸漬

し,そ の後種子をガーゼで包み遠心分離器で水分

を除去した。薬剤は 2, 3の 予備試験に基づいて,

ベ ノミル ・TMTD剤 を用いた。直径15cmの素焼

鉢に100粒を播種 し,18～ 24℃ (夜間
―昼間)の温

室内においた。

(2 )実 験 結 果

結果をTable 43,Fig.24に示した。ベ ノミル ・

TMTD剤 による種子消毒によって立枯率が減少

Table 43.  Effect of disinfestation of seeds

b y  b e n o m y l - 2 0  T h l t T D - 2 0  o n

damping off Of Onions caused by

F % sα″ク物 θt t Sクθ物物 f . S p .び。ルタ

Conc.of benomyl    %of    %of
一TMTD  (%) damping offα )Control

し,健 全苗率が高まった。

濃度と防除効果をみると,10倍～1,000倍の各濃度

で効果が見られ,濃 度間に差がみられなかった。

しかし,10～ 200倍では苗の生育が不均
一であり,

実用濃度としては 500倍が有効 と考えられた。

Benomy120 TMTD 20・

|‐・・‐‐‐|;'ち
‐`‐‐‐‐申…‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
il「
中‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐白‐‐
|!「
‐‐‐‐白白由‐L‐―‐―‐
lj―
白白白白白――白
i10

Days after seeding

Fig. 24.  IEffect of the seed disincectant on stand

of onion seedlingゃ

米S e e d S  w e r e  d i p p e d  O . 2 % B e n o m y 1  2 0
- T M I T D  2 0  a q u c o u s  s o l u t i o n .

2.本 畑 におけ る乾腐病 防除

本病における本病を軽減するための各種の防除

試験は,主 として富良野市下台地区 (上五区)の

タマネギ連作畑 2ヶ所で行った。その lヶ所 (久

保氏ほ場 )は 排水良好な砂壌土,他 の lヶ所 (植

崎氏ほ場)は 排水不良の壌土である。両ほ場 とも

1971年以降本病が激発した。供試ほ場がこれら以

外の場合は別に記した。

(1 )首 床 消 毒

1)実 験 方 法

苗床消毒の方法および栽培状況は Table 44の

通 りで,施 肥その他は農家1買行法によった。

法除

Ｆ
Ｉ

ド

ー

ト

ｌ

ｈ

膨

均

％

８０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

０
Ｅ
”
やの
　
中
〇
　
ゃ
は

10

2

1

0.5

0.2

0。1

Control

23

36

27

34

23

32

45

51

80

60

76

51

71

100

α) InCluding pre― emergence damping off
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2 )実 験 結 果

結果をTa b l e  4 5に示した。 植 崎氏ほ場では苗

床消毒の効果を認めたが,久 保氏ほ場では効果が

認めらオしなかった。

(2)移 植苗の浸漬消毒

1)移 植時の首浸漬消毒の効果

a.実 験 方 法

施肥その他の栽培管理は前項と同じである。

供試薬剤はベ ノミル50%水 和剤 (市販 「ベンレー

ト50%水 和剤」)である。苗の浸演消毒は,お よそ

0.01その展若剤を添加 した所定濃度の薬液に,移

Table 44.  Condition Of the fields tested

for prOtction prOgrann for ba―

sal rOt Of OniOns

(Furano,1974)

Itel1ls Kubo's field  Uesaki's field

Seeding March 13,1974 h/1arch 15、 1974

Transplantingヽ tay 9,1974    MIay 12,1974

a H u v i a l  s a n d y   a l l u v i a l  l o a lコ

lo a m

2b10cks       2 b10cks
ReplicatiOn   260-2801 block 260-280/block

Harvcst Sep 20, 1974   Sep 23,1974

Table 45,  Effect of soil sterilizatiOn of nursery bed on the incidence of basal

rot of onions in the rllain field(Furano,1974)

Fieldα)
S o l l

sterilization

ワあOf basal rot oniOns at harvest

l block 2b10ck Avr.

酌質ethyl bron■ ldeb) 38.7 37.9 38.4
Kubo

Control 36.2

ChioropicrinC) 45.6 44.1 44.9**
Uesaki

Control 49.3 52.2

α) See Table 44
あ)75mで /m,treated from Feb 25 to Mar 5,1974
ご) 3mで/03× 0 3 nl,treated frolll Aug l()to Sep 3, 1973

*ネ Significant at l?うlevel

植苗の茎盤～根部を 3～ 5分 間浸けて行った。浸

漬後,苗 を軽 く振って余分の案液を除いたのち本

畑に不多本出した。

発病調査は,生 育期陪1中は地 1ギ格にあらわれた

症状について行い,収 穫時の調介は全株 を抜きと

って茎盤部 を縦断 してその褐変の有無により行っ

た。以下の調査はすべてこれ と同 じである。

b.実 験 結 果

ベ ノ ミル剤に よる苗浅漬 の効果 を Fig. 2 5 ,

T a b l e  4 6に示 した。 まず無処理苗 と浸演苗の本畑

における発病の違いをみると, 7月 にはその差は

住かであるが, 8月 になると処理苗の発病は明ら

かに少な く,そ の差は収穫時まで持続 した。1974

年は古浸演処理の効果が顕啓で,病 株率の対無処

理比はそれぞれ43,3 5で あった。菜害については,

初期生育かやや抑制 されるが,そ の後の生育や球

の肥大に影響 を与えることはなかった。

Fig. 25.  Effect of dippillg Of seedling in 5?ぅaque‐

ous suspension benomy1 50 Vヽ. at trans―

planting on basal rot of Onions(Furano,
1974)

1 9 7 5年に は浸 i丁〔濃度 につ いて も検討 した ところ,

2 0 1占区 の 防 除効 果 が もっ と も高 く,5 0倍 で も効 果

はあるが20倍よりもかなり劣った。10 0 1音以上の低

濃度では,効 果は不安定であった。薬争について

は前年と同様であった。
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Table 46.  Effect of dipping of Onion seedlings into benomyl-50WV at transplanting

On incidence of basal rot of on10ns in the lnain field(Furano,1974 and

1975)

Concentration
benomyl-50W Kubo's fieldα) Uesakl's fieldの

夕うof basal rot onions at harvest
Year

1974
5 %

Control

1 7 . 3

4 0 . 0

1 8 . 1

5 2 . 2

5 %

2

1

0.5

Control

15。2 14.3

1975

24.8ネ
*

38。3*ネ

35.7*本

50.0

18.5米
*

26.5*

25.5

28.0

2)See Table 44.

う)Avr.of 3 blocks.
**, *) Significant at l%チand 5%level,respectively.

なおベ ノ ミル剤のほか数種 の薬剤につ いて も苗

浸漬消毒の効果について検討 したが,ベ ノミル剤

と同系統の薬剤であるチアベ ンダゾール剤がベ ノ

ミル剤 と同様の効果 を示 したのみで,他 の薬剤で

防除効果の認め られたものはなかった。

2)ベ ノミル剤 とβ一イン ドール酪酸の併用に

よる浸漬消毒の効果

a,実 験 方 法

栽培条件,調 査方法などは前項に準 じた。

Table 47.  Effect of dipping Of onion seedlings

into benomyl-50WV mixed with β一

indole butylic acid at transplanting

of incidence of basal rOt Of Onions

in the rnain field(Furano, 1975 and

1976)

ベノミル剤と併用したβ―インドール酪駿 (I

B Aと 略す)は ,市 販 「オキシベロン」である。

b.実 験 結 果

結果をTable 47に示した。 1975年 , 1976年 と

もIBA剤 を併用した薬剤に浸漬したとき,防 除効

果は明らかに高かった。

3)ベ ノミル剤の残存期間

本病病原菌は,茎 盤部に生じる死組織又は死根

組織から侵入する (Ⅵ-2)。 そこでベノミル剤に

浸漬した苗の茎盤及び根部における薬剤の残存期

間について検討した。

a.実 験 方 法

前記と同様の方法でベノミル剤に浸漬したタマ

ネギ苗を長沼町の発病ほ場に移植した。その後数

日おきに掘 り取 り,茎 盤,付 着根,新 生根の 3つ

の部分について,病 原菌の生育抑制作用から,組

織の薬剤の残存を調査した。

付着根 とは,移 植苗にすでに生じている根であ

って, これは本畑に移植する際にマラカカイトグ

リーンの薄い溶液に浸漬して染色し,移 植後に生

じる根 (新生根)と の判別を容易にした。

それぞれの時期に掘 り取ったタマネギを上記の

3つ の部分に分け,そ れを24時間凍結乾燥 し,雑

菌の繁殖を防 ぐため10分間高圧減菌した。乾燥し

た茎盤,付 着根,新 生根の各々を,ペ トリ皿内に

流し込んだPSA上 に置き24時間保った。これに予

C o n∝ 正 惚 d o n前
%前

を]記 縄 :航

°n s

BenOmyl  b:岳li∫]どid 1975    1976
5%

5

5

10.5

16.2

50.2

14.0

22.8

49.0

0 . 0 8 %

0.04

Control

10.0      13.7

ホ* ) S i g n i f i c a n t  a t  l % l e v e l  c O m p a r e d  w i t h  5 %

of benomyl.
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め培養 した本病病原菌の小型分生胞子の懸濁液(濃

度,103/mり を噴霧して5日間25℃の定温器にお

き,形 成された阻止円を測定してベノミル剤の残

存を調べた。各時期 とも10個体のタマネギを供試

した。

1975年に行った実験は, ベノミル50%水 禾日剤20

倍液に浸漬 した苗の 3つ の部分について行い,

Table 48.  Residual effect of benomyl in

stemplate and rOOt of onions

Diameter of clear zoneα )

1 9 7 6年には浸漬濃度を変えて茎盤のみについて行

った。

b.実 験 結 果

結果をFig,26及びTable 48,49に示した。Fig.

29に 示した残存率は,移植直後の阻止円直径を100

%と したときの相対比率である。

浸漬苗の各部位におけるベノミル剤の残存は,

s t e m p l a t e  ―

roots of seedling   ―

roots aFter transplanting  ぃ_______■

Table 49.  Residual effect of benomyl in

stemplate of onions of、vhich

seedlings、vere dipped intO di―

fferent concentration of the

fungicide(Naganuma,1976)

や
Ｃ
Ｏ
】
】
ｏ

一
”
ョ
や
一
の
Ｏ
】

墳
）
Ｈ
ｏ
Ｏ
Ｆ
【っ
Ｃ

ｏ
＞
一
や
弱
【
Ｏ
ば

Fig. 26.  Residual effect of benomyl at stelnplate and roots of onlons(1974).

*  Seedlings、vere dipped in 5%aqueOus suspension of benomy1 50ヽ V`

See Table 48.

Days after

transplanting
Roots of Roots after

seedling transplanting
Sternplate

0

4

11

18

26

32

42

49

56

68

36.6

27.2

21.7

21.8

18.0

1 5 . 8

1 0 . 6

1 2 . 3

9 . 1

5 . 3

30.8

30.8

23.4

8 . 0

1 1 . 1

1 2 . 4

8 . 0

2 . 1

4 . 0

一

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

０

一

Days after

transplanting

Diameter of clear zone

at different concentration of benomyl-50W

5%  2%  1% 0.5%

0

8

14

22

27

35

42

49

56

70

77

26.4    21.0    19.1    18.5

25.6    16.4    12.3     8.2

25,8    20。 1     7.8     3.5

20.9     6.5     2.5     0

18.9    10.4     0       0

1 3 . 7     3 . 3     0      0

1 6 . 0     3 . 3     4 . 3     0 . 6
Seedling were dipped into 5%aqueous sOlution of

benomy1 50W for 5 minutes at transplanting.

α) SpOres Of JF.θ 氏〕串 θ?7″夕2 fosp. びタタα夕 、vere spray―

ed after setting the samples on potato dextrose

agar.

あ)An average diameter of 10 samples at 5 days

after spraying the spores.

7 . 4     3 . 7     0

8 。3     0 . 5     0

1 2 . 7     1 . 6     0

7 . 4     0      0

2 . 0

0

0

0

See the notes of Table 48.
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供試 した 3つ の部分中,茎 盤部でもっと長 く,移

植 56日後においても残存率は25%で あ り68日後で

も僅かに残存 した。付着根における残存は茎盤よ

り短かいが,40日 前後 までの残存率はかな り高か

った。新生根へのベ ノミル剤の移行は,こ の実験

方法によっては認め られなかった。

浸漬濃度 と残存については,20倍 が もっとも高

くかつ長期間にわたった。

以上の結果か ら,ベ ノミル剤による浸漬消毒の

防除効果は,本 剤が茎盤部に残存することにより

発病が抑制するもの と考えられる。また, 同部位

での残存率の高さと期間の長 さか らみて,20倍 液

を用いるときもっとも高い効果を示す と考えられ

た。

(3)本 畑の上壌消毒

1 )実 験 方 法

土壌消毒はクロルピクリン剤 を濯注器で注入し

た。濯注量は 3 cm / 3 0×30c mとした。久保氏ほ場

では, 濯 とを1974年 4月 19日 にイ子い, 5月 3日 に

ガス抜きをし, 5月 1 0日に苗 を移植 した。植崎氏

ほ場では,5月 3日濯と,5月 1 2日ガス抜き,5月 1 7

日移植 をした。耕種法その他は前項 と同 じである。

2)実 験 結 果

結果 をTabl e  5 0に示 した。両ほ場 ともクロルピ

クリン剤による本畑の上壊消毒効果は認め られな

かった。

Table 50.  Effect Of soil sterilization of rnain

field by chloropicrin on the inci_

dence of basal rOt of Onions

(Furano,1974)

%of baSal rot onlons

( 4 )生 育期の薬剤土壌灌注

1 )実 験 方 法

薬剤はベ ノ ミル5 0 %水 和剤1 , 0 0 0倍液を供試 し

た。久保氏ほ場では 6月 1 7日より,植 崎氏ほ場で

は 6月 27日より, およそ 7日 間隔でそれぞ″し6回 ,

1 0 a当 り2 , 0 0 0 2の害J合で タマ ネギの株元に如露

で濯注 した。

2)実 験 結 果

結果をTable 51に示 した。両ほ場 ともベ ノミル

剤の上壌濯注により発病が抑制 された。

Table 51.  Effect Of pouring of benomyl at the

base of OniOn on the incidence of

basal rot of oniOns(Furano,1974)

Fieldの  P°ui:陥骨;
%Of baSal rot onlons at harvttt

l block  2 block  Avr,

Uesaki  Chl°
ropicrinう) 60.7

Contro1    55.1

Kubo   Ben°
myl-50ヽV 28.0   27.2

Contro1     33.1   39.0

Uesaki  Benomyl-50ヽ
V  32.9    43.4   38.2

Contro1     55.1   49.3  52.2

α) See Table 44.

わ) 0.1%ケ of aqueous suspension of benomyl-50ヽ V

、vere potired at the base of bulb 6 tilnes dur‐

ing cropping season of onions.

(5)各 種薬剤処理の組み合せによる防除

苗床の土壌消毒,苗 の浸漬消毒,本 畑の上壌消

毒,生 育期の薬剤濯注の各処理を組み合せたとき

の防除効果について検討した。

1 )実 験 方 法

ほ場,薬 剤処理などは,前 項 までに行った実験

と同 じである。

2 )実 験 結 果

結果をTable 52,53に示した。 4種 の薬剤処理

法を組み合せたときの効果を比較すると,両 ほ場

を通じて防除効果が認められたのは,苗 の浸漬消

毒を含む処理区で, これを欠く他の 3処理はいず

れの組み合せでも効果が認めらFLなかった。

27.6

36.2

nddのste鮒ゑtttnl block 2 block Avr.

Kubo

Chioropicrinb) 42.0

Control 33.1

39.8   40。9

39.3   36.2

51 3   56.0

49.3   52.2

2) See Table 44,

あ) Three in4/30×30c印, treated before transplanting



児玉不二雄 :タマネギ乾腐病 とその防除に関する研究

Table 52.  Effect of combination of various treatments on incidence of

basal rot of Onions(Furano,1974)

Sterilization
of nursery bedα)

Dipping of
seedlingb)

Sterilization    Pouring Of
of rnain fieldC)   benomylど)

夕うof basal rot oniOns夕 )

Kubo's fieldtt  Uesaki's field力

十
g)

十

十

十

9 . 9

1 3 . 0

1 7 . 0

1 5 . 8

19.9

30,6

15.9

20.5

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

25.9

40.4

32.4

38.4

76.0

55,0

39.5

44.9

十

十

十

十

6 . 9

1 7 . 0

9 . 8

1 7 . 3

19.2

26.8

9 . 2

18.1

30.8

40,9

27.6

36.2

55.3

56.0

38.2

52.2

α) Treated by metylbrorlide(Kubo's)or chloropicrin(Uesaki'S),see Table 45.
b) Seedlings、vere dipped into 5夕ろaquCOus suspension of benomyl-50W for 5 1ninutes at transplanting.

ご) Treated by chioropicrin,sce Table 50.

の  One per cent of aqueous suspension of benomyl-50ヽヽア、vere poured.  See Table 51,

2) Field conditions are showed in Table 44.

2)Average of 2 blocks     tt Conditions Of both fields are showed in Table 44

9 +shows that treatment was carried out.

Table 53.  Significant test of effect of combi,

nation of various treatrnents on the

incidencc of basal rOt of onlons

Combination of treatlnents    Kubo's   Uesaki's

One factor

3.採 種 畑 におけ る乾腐病 の防除

本畑における乾腐病の防除は,苗 の浸漬消毒に

よって可能であることが知られたので,採 種につ

いてもこの方法に準じ,定 植時に母球の浸漬消毒

を行ったときの効果について検討 した。ほ場は前

記の富良野市久保氏ほ場のほか,】ヒ見市の一般農

家の採種畑である。

(1)母 球の浸漬消毒による防除効果

1)実 験 方 法

母球の消毒は,定 植時に展着剤を加用した所定

濃度のベノミル水和剤に 3～ 5分 間浸漬して行っ

た。実験は,1975年 と1976年の両年に行った。1975

年に久保氏ほ場で行った実験の有傷処理は,茎 盤

の基部からナイフを用いて根を切除したものであ

る。他は無傷のまま薬剤処理 した母球を定植 した。

種子収量は,粗 収量,水 選種子量を調べた。栽培

管理などは慣行法によった。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ns

T、vo factors A× B

A× C

A× D

B× C

B× D

C× D

Three factors A× B× C

A× C× D

B× C× D

A× B×D

Four factors A× B× C× D

α) See the nOtes of′ rable 52.

A:Soil sterilization of nursery bed

B :Seedling disinfestation by benomyl

C t Soil sterilization of lnain field

D :Pouring of benomyl at the base of bulb.

**, 米) SignifiCant at l夕ろand 5%level,respec―

tively.

ns)No significance.
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2 )実 験 結 果

結果をTa b l e  5 4 , 5 5に示 した。ベ ノミル剤によ

る母球の浸漬消毒は,無 処理に対比 し発病率が低

く,本 病に対 して防除効果のあることカサロら″した。

処理濃度については,高 濃度ほど効果が高 く50～

100倍で安定して良好な結果 を示 したが,200～ 400

倍では効果が不安定であった。本病の防除によっ

て種子収量は著 しく増加 した。

Table 54.  Effect of dipping of mother Onions

into benOmyl at planting On inci―

dence of basal rOt of onions in seed

farln(Furano,1975 and 1976)

Conc.of

benomyl-50ヽV

%of baSal rOt onlons at harvest

1975-Aα ) 1975-Bα )  1976b)

32.0*米     18.0**    16.7**

21.1**

36,7ネ
*

71.1

Planted ol1 2生pr 23, harvested on Sep.5,25
onlons、vere examined for l block. 2生verage

of 2 blocks  ln 1975-B, the stemplates Of

lower part of the mOther Onions、vere cut at

planting.
Planted on Apr 22, harvested on Sep.1 30

onions were exaIIlined for l b10ck. 2へverage

of 3 blocks.

**, *) Significant at l夕ぁand 5 ろ々,reSpectively

Table 55.  Effect of dipping of lnother oniOns

into benomyl at planting on ttt in‐

cidence of basal rOt and yield Of

onion seeds(Kitami,1976)

(2)母 球 におけるベノミル剤の残効

1 )実 験 方 法

富良野市の本病 多発畑 (久保氏ほ場 )で 直播,

密植栽培 して収穫 した小母球 (オニオンセ ット)

を,所 定濃度のベ ノミル剤に 3分 間浸漬 し,殺 菌

人工培土をつめた素焼鉢 (直径15cm)に 定植,そ

の後温室内で栽培 して30日後 と87日後に基盤か ら

二θ箕伊s,θγク物 の分離を試みた。各区30～50球を供

試 した。

2 )実 験 結 果

結果 を Tabl e  5 6に示した。無処理区においては

定植30日後に 二 釘ドクθ物物 の分離率 は98%で あ

ったが,50倍 浸漬区で分離されなかった。87日後に

は無処理区の100%に 対し,18%で あった。従って,

本剤の母球の茎盤における効果は80日前後まで持

続するもの と考えられる。

Table 56.  Residual effect Of benomvl

in stenlplate of rnother Onlon

(1978)

Concentration

of benomyl-50Wα
)

Residual effectb)

30 daysC) 87 daysど)

2 . 0 %

1 . 0

0.5

0.2

Control

32.0*ネ    38.0**

52.0ネ     46.0ネ

68.0

74.0

64.0

66.7

2 . 0 %

0。2

None

0 %

10

98

1 8 %

54

100

ご)

酌Iother onlons were dipped into aqucous solu―

tion Of benomyl at planting

Sho、ved by percentage of the stemplates from

which F.θィメずクθ/クタタ?iSolated

Days after planting.

タマネギ乾腐病に対する防除対策を確立するた

め,前 章までの本病の発生生態に関する研究に基

いて,そ れぞれの感染場面に応じ,種 子消毒,苗

床消毒,苗 の浸漬消毒,本 畑土壌消毒,生 育期の

薬剤濯注,母 球の浸漬消毒などの各種対応策を試

みた。

その結果,ベ ノミル ・TMTD剤 による種子消

Conc.of   %of basal
benomyl-50WV  rot on10nsの

Yield of seedsb)

(g/50 plants)

Crude w認特累r 結

2 . 0 %

1.0

0.5

0.25

Control

10.0

34.0

22.0

52.0

68.0

350.()

253.0

287.0

211.5

186.1

275.6

202.1

212.3

142,6

142.4

α) InCidence on Aug.7  わ ) Harvested on Sep 7.
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毒は,本 病による苗立枯を防止し,苗 立率を高め

た。

本畑における乾腐病防除については,ベ ノミル

水和剤による移植苗の浸漬消毒が卓効を示すこと

が明らかとなった。この方法は,適 量の展着剤を

加えた所定濃度のベノミル50%水 和剤の懸濁液に,

苗の茎盤～根部を浸漬するものである。処理後,

首を軽く振って余分の薬液を除去し本畑に移枢す

る。濃度は20～1001音で効果がみられたが,201音液

がもっとも安定した効果を示した。この場合のベ

ノミル剤の茎盤における残存は移植後70日前後に

及んだ。従って,本 処理による乾腐病の防除は,

保菌苗に対してのみならず,本 畑土壊からの感染

に対しても効果を示すものと考えられた。なお,

ベノミル剤にβ―インドール酪酸 (市販 「オキシ

ベロン」,成 分量0.4%)を 500～1,000倍の濃度で

添加することにより,更 に防除効果が高まった。

採種タマネギの乾腐病防除については,定 植時

の母球浸演消毒が効果を示し, この場合にはベ ノ

ミル50%水 和剤の50～1001音で効果が高かった。こ

れにより種子収量は著 しく増加 した。この母球消

毒による防除効果は,ア イリス
8 1`01` 3 1チ

ュ_リ ッ

フ
♪91ラ
ッキョウ
門
|そ のだ

52)の
球根類の各種フ

ザ リウム病におけるベ ノミル剤を用いた種苗消毒

の効果に類似する。

以上のことから, タマネギ乾腐病に対し,ベ ノ

ミル剤を用いた防除対策を明らかにし, こをしが実

用化されている。
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察Ⅸ.総  合  考

タマネギ乾腐病は,1914年 にHANZAWA17赤JL海

道で初めて記録 した病害であるが,長 らくタマネ

ギの重要病害とされることはなかった。しかし,

1971年以降,本 病の発生が目立ち始め1973年には

北海道の主要タマネギ栽培地帯の全域に発生し,

特に富良野地方においては平均発病株率が38%に

達 し甚大な被害を受けた。このため本病の防除対

策の確立が強く要望された。

本研究においては, タマネギ乾腐病の発生実態

を明らかにし,伝 染源や感染,発 病について追究

し, これに基いて防除法を確立するに至った結果

をとりまとめた。

まず本病の発生分布についてみると,北 海道の

中心部である富良野市以西で発生が多く,気 候の

冷涼なタマネギ栽培地帯である北見地方では発生

が少ない。これは全体 として本病の発生が富良野

地方のなかでも認められることこ タマネギ栽培期

間の気温の推移が北見地方に類似する同地方の高

台地区で1よ本病の発生が少ない。

連作と本病の発生の間には一定の関係竹よ認めら

れなかったが,Abawi&Lorbeer 2)も 同様の報告

をしている。水回転換畑のような全 くの新畑にお

いても本病が発生する事例があるが, これは後に

記すように苗床からの保菌苗の持ち込みによる。

本病はタマネギが苗床に生育している子苗時代

から本畑に移植後の全生育期を通じて発病する。

苗床 と本畑における症状は,茎 盤部の褐変と下葉

の萎ちょう症状が共通している。採種タマネギの

発病は,従 来の記載はほとんどないが,本 畑にお

ける乾腐病の末期症状と同じく,下 葉の著しい萎

ちょうを特徴 とする。

タマネギ罹病部からは,F25αγガ勿物菌が高率で

分離され,そ の形態的特徴から二θ光)sttθγ%物と同

定される。分離菌のタマネギに対する病原性を,

従来の苗立枯法,母 球接種法に加えて茎盤及び鱗

片に対する接種により調べたところ,い ずれの方

法によっても病原性のあることが知られた。特に

鱗片接種は,簡 便かつ迅速に病原性の判別ができ

た。nθχttsttθγ%物の分化型を決定する上で,寄 主

範囲と他の分化型との相互比較は極めて重要な判

別基準である
49と
これについてAbawiら

41ま
,カ タ

バ ミ(OXaliS), スベ リヒユ (purSlane), シロザ

(pig weed),か ら分離した二θりψθγ物物 の タマ

ネギに対する病原性を調べ,カ タバ ミからの分離

菌は二θχysttθγ%物fesp.びのα夕と同一菌であり,し

かもカタバ ミに対しては不顕性感染 (SymptOm_

less infectlon)をするとした報告があるのみであ

る。本研究においては, タマネギ乾腐病菌がタマ

ネギとネギのみを侵 し,他 の 5科 28種の植物に病

原性を示さないことを明らかにした。また,近 縁

ユ リ科植物から分離された二θィドクθ″物物 は タマ

ネギに病原性を示さなかった。以上の結果より,

近年北海道に発生しているタマネギ乾腐病の病原

菌は, 二θχys,θγ物物f.Sp.びのα夕であることが確か

められた。

つぎに本病の伝染源について検討した。タマネ

ギ種子が 二θ%伊s,θ/ク物 を保菌することは,G or―

don 14)がすでに報告しているが,f.sⅣ のα夕か否

かについては明らかにしていない。そこで道内各

地より採集したタマネギ種子について保菌調査を

したところ,多 くの種子から二θχys,θ/物物 が検出

され, この中にはiSp.びのα夕が含まれていた。種

子で本菌が生存する期間は長 く, 5年 に及んだ。

土壌中におけるf.Sp.タタα夕の生態についてはAba―

wi&Lorbeer欺 告に詳しい。本研究においては,

乾腐病菌が苗床,本 畑ならびに採種畑の上壌中に

存在し,本 病の伝染源 となることを確かめた。しか

し上壌中に存在する菌量の多少と,ほ 場 (本畑,

採種畑)の 乾腐病の発生程度の間には,一 定の関

係がみら″しなかった。Abawi&Lorbeer 2)に よる

と,土 壌中のf. S p .びのα夕の菌量は,過 去に本病が

認められなかったほ場や本病発生の少なかったほ
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場に較べると,例 年乾腐病の多発するほ場では多

いとしたが,実 際に示している数からみると差が

あるとは認めがたい。更に, タマネギ生育期間中

の菌量には顕著な季節的変動もみられなかった。

従って本病にあっては, ラッキョウ乾腐病で示さ

れたような
661菌
密度の急、激な上昇が本病の感染,

発病につながるとは考えられなかった。タマネギ

畑の土壌中か')検出される二甥 ψθ/%物中に占め

るf.Sp.びりαクの比率は10～30%の 間にあり,こ の

点についてはAbawi&Lorbeerの 報告に一致した。

保魅「植物について調べたところ,本 病激発地に自

生するシロザの耶軸部から高頻度でF θttysttθ物物

が分離され, このうち70%が タマネギに対して病

原性を示した。更に同じほ場に各種植物を播梅し

た実験から,キ ュウリなど7種 の植物が保菌植物

となる可能性が示された。以上の結果から, タマ

ネギ乾腐病の伝染源は,保 菌植物も含め広 く土壊

中に存在することが明らかになった。

つぎに,乾 腐病の感染 と発病について検討した。

まず本病の発生消長についてみると,苗 床におけ

る発病率は極めて低 く0.1%を こえることは稀で

ある。移植後本畑における発病は, 6月 上旬に認

め 'Dれ8月 中～下句に急、増する。これは本病の発

病適温が24～28℃にあるためであることは本研究

によっても認められ,苗 床における発病が低率な

のは,育 苗が 3～ 4月 の低温期間に行なわれるた

めにほかならない。この点については,石 坂
2行十
も

同様の意見を述べている。また本研究により,本

畑における発病は,苗 床で感染した保菌首が発病

する場合と本畑土壌からの感染の 2つ の経路があ

ることが知られた。つぎに畑における感染につい

て検討するため,茎 盤 とその付近の組織における

病原菌の動向について調べた。まずこの部位から

二θxtts,θ/%物の分離を試みたところ,昇 示アルヨ

ールによって表面殺菌した組織でも,移 植時にす

でに20～50%の 個体の茎盤から本菌が分離され,

分離率はほ場における発病株率よりはるかに高か

った。また分離菌の50～100%が fosp.びのα2で あ

った。そこで茎盤とその付近の組織解剖観察を行

って,病 原菌の侵入を経時的に観察した。その結

果,移 植後 2週 間では,生 根周辺部に菌が付着す

る1団体率は46%に 達し,茎 盤から根が突出する際

に生じると認められる皮層死組織における保菌率

は18%で あった。 3週 間後になると, このほかに

死根組織における保菌率が高まった。一方,根 の

生組織における保菌卒は, タマネギの全生育期間

を通じて低かった。これは生根からも乾腐病菌が

償入する頻度が高いとした従来の報告
3,5思|と
は_

致 しないが,こ れは従来の報告が菌密度の著しく

高い条件で人為的に接種したためと推測される。

従って, 自然条件下における乾腐病の感染は,茎

盤から根が突出する際に生じる皮層の死組織ある

いは死根の組織で菌糸が増殖し,つ いで茎盤柔組

織にまん延することが明らかになった。なお,肉

8PA的に病徴を認めない健全体にあっても,茎 盤柔

組織内に菌糸がまん延 し,組 織解剖的には本病の

初期病徴 と見て差支えない個体が, 8月 中旬には

30%に 及んでいた。これは, これらの鱗球が翌年

採種用の母球 として定植されるときに,保 菌母球

となることを示す。本研究でも,無 病上で採種母

球の発病する事実が認められ, このことが裏付け

られた。従って,採 種畑における発病は,保 菌母

球 と土壌伝染によることが明らかにされた。以上

の研究から明らかにされたタマネギ乾腐病の伝染

経路は,Fig.21に 示した通 りである。

タマネギ乾腐病の発生環境のうち,高 温が発病

に適することはすでにWalker&Tims67)ヵ幸R告し

ており,本 研究においてはこれを追認したにすぎ

ない。土壌の低水分が本病の発病を4足進するとす

る本研究の結果は,最 近の土壌肥料学的分野から

の結ポ
9・66と_致 した。しかし窒素施肥の多用に

よる塩類濃度障害が本病の多発をもたらすとする

岩法Jら
28)の
報告は,本 研究においては追認できな

かった。他の微生物と乾腐病の関係については,

本研究により紅色根腐病菌が乾腐病菌 とは独立に

タマネギを侵すことが明らかになり,乾 腐病罹病

部 (茎盤及び鱗葉)に ほとんど常に随伴する夕
ヾ
ニ

は,単 独ではタマネギを侵さず,本 病の病斑拡大

の助長していることが明らかにされた。これは他

のFttαガ物物病における菌とグニの関蘇
a、10」|に
類

似した。

これまでに述べた本病の発生生態に関する研究
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に基づき,薬 剤による防除に関する実験を行った。

すなわち,種 子消毒,移 植苗の消毒,本 畑土壌消

毒,生 育期のタマネギヘの薬剤土壊濯となどを検

討した。その結果,本 畑における乾腐病を防ぐに

は,ベ ノミル水和剤を用いた苗の浸漬消毒が高い

効果を示すことが明らかになった。本処理により

初期生育の抑制される場合があるが,収 穫時まで

影響を及ぼすことはない。本処理によりベノミル

剤は茎盤に残存し,そ の残効は移植後70日前後ま

でみられた。このことは苗の浸漬消毒による防除

が,苗床からの保菌苗に対する消毒効果はもとより,

本畑土壌からの感染に対しても効果があるものと

考えられた。なおベ ノミル剤にβ―インドール酪

酸剤 (市販 「オキシベロン」,成 分量0.4%)を 500

～1,000倍で添加す ることにより更に防除効果が

高まった。一方,採 種タマネギの乾腐病防除につ

いても,定 植時の母球の浸漬消毒が有効で, この

場合にはベノミル剤の50～1001吉液で効果が高か

った。この方法により採種畑における本病の発生

は軽減され,種 子収量は著しく増加 した。以上によ

り,タ マネギ乾腐病に対する防除対策が確立され,

この技術は広くタマネギ農家に普及するに至った。
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本論文はタマネギ乾腐病 とその防除に関する研

究をとりまとめた。

1.病    徴

本病は, タマネギの子苗時代から本畑における

全生育期を通じて発病する。その病徴は,茎 盤部

の褐変と下業部の萎ちょう症状を共通の特徴 とす

る。採種タマネギの症状も同様であるが症状の激

しいものでは花茎も萎ちょうする。病斑部には,

グニやノヽイジマハナアブの幼虫の寄生を伴うこと

がおおい。

2.発 生 実態 と被害

(1)本 病の発生は,1911年 に北海道で初めて記

録され,そ の後道内各地で散発していたが,1971

年以降は全道的に発生している。

(2)発 生分布をみると,富 良野以西の栽培地帯

に多く,北 見地方においては少ない。

(3)栽 培年数 との関係は明らかでなく,水 回転

換畑のような新畑でも発生する。

惚)苗 床を本畑として再利用した部分において

は,本 病の発生率はとくに高い。

(5)採 種 タマネギの乾腐病の発生も,道 内全域

にわたってみられる。

(6)本 病の本畑における被害は,発 病株率がほ

ぼ減収率に等しくなる。採種タマネギの発病は,

種子収量の著しい低下をもたらした。

3.病  原  菌

(1 )各 生育期の本病罹病部か らは,F t tαガ物物

θりSクθγ%物が優占白匂に分離さ″した。

(2)こ ″しらの分離菌は,各 種の接種法によリタ

マネギに対して病原性を示した。

要

(3)本 菌は,タ マネギとネギに対してのみ病原

性を示し,他 の 5科 28種の植物には病原性を示さ

なかった。

14)タ マネギ近縁の各種植物から分離される二

θ%yS,θγク物のうち, ネギ萎ちょう病菌のみがタマ

ネギを侵 し,他 の菌株はタマネギに病原性を示さ

なかった。

(5)以 上の結果より, タマネギ乾腐病の病原菌

を二θχys,θ/物物foSp.びのα夕と同定した。

4 .伝  染  源

(1)種子がタマネギ乾腐病菌を保菌しているこ

とが知られた。

(2)本 菌は首床,本 畑,採 種畑の各土壊中に存

在するが,乾 腐病の発生の多少や,季 節による菌

量の違いはみらヤしなかった。

(3)本 菌はタマネギ畑の主要雑草であるシロザ

に不顕性感染をしており,そ のほかキュウリなど

数種の植物が保菌可能なことが明らかとなった。

5.発 生 消長及び感染 と発病

(1)苗 床における本病の発生率は極めて低い。

(2)本 畑における本病の初発生は 6月 上旬に認

められ,そ の後病株率は緩慢に増加 し, 8月 中～

下旬に急、増する。採種畑においてもほぼ同様の消

長を示すが,急 増期は本畑より早まる。

(3)本 畑における発病には,苗 床で感染した保

菌苗と,移 植後の上壌感染の二つの経路がある。

14)本 畑のタマネギ茎盤部からは,病 徴発現に

先立ち高率の二θttψθ/ク物が分離され,こ の中に

はfoSp.びのα夕が含ま〃していた。

(5)組 織解剖観察により病原菌の侵入について

調べた結果, 自然条件下にあっては本病病原菌は,

生育過程で生じる死組織あるいは死根組織で増殖

摘X
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し,つ いで菌糸が健全な茎盤柔組織に蔓延 して発

病に至るものと考えられた。

(6)採 種タマネギの発病は,保 菌母球が発病す

る場合 と定植後の上壌伝染による発病の 2つ の経

路がある。

0 以 上の結果に基づき,本 病の伝染経路を推

定した。

6.発 生 環 境

(1)本 病は高温 (24～28℃)お よび土壊の乾燥

により発病が1足進される。

(2)窒 素施用量と本病発生の関係は明らかでな

かった。

(3)乾 腐病菌は,紅 色根腐病菌とは独立にタマ

ネギを侵すものと考えられた。

(4)乾 腐病の病斑部に随伴する夕二`は, タマネ

ギが本病に罹病 したのち茎盤部を食害し,病 徴を

著しくすることが知られた。

(5)移 植期が異っても本病の発生は変らず, ま

た輪作によっても本病は軽減しなかった。

7.防   除   法

(1)種 子消毒により本病の苗立枯は減少した。

(2)本 畑における防除は,ベ ノミル50%水 和剤

による移植苗の浸漬消毒が最も有効であり,濃 度

は20倍液で安定した効果が得られた。この場合の

基盤における本剤の残効は70日前後に達した。β
―インドール酪酸の併用は,防 除効果を更に高め

た。

(3)ベ ノミル剤を用いた母球の浸演消毒により,

採種タマネギの本病発生が減少し, タマネギの種

子収量は著しく増加した。

以上の研究結果よ|), タマネギ乾腐病の発生実

態,病 原菌,伝 染源,感 染と発病及び発生環境の

一部を明らかにし, これに基づいて本病の防除対

策を確立し, これが実用に移された。
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Studfёs on Basal Rot of Onlon Caused by

挑 a″ 物物 θχドクθ夕物ιtt f.Sp.び 。7形夕 and its Control

軸 lo KODAMAⅢ

SuIIlrllary

Onion plants were introduced froln the United States of America into Japan in 1871 and the plants were

started as a cornlnercial culture in Hokkaido during 1880 to 1890.  The area planted in onlon is 28,000 ha in

Japan,and Hokkaido prefecture comprizes about 40夕 ろOf thiS.

■,ransplanting of the seedling gro、vn in the nursery bed into the main field is applied by the farmers

in Hokkaido.  Varety of onin cropped in Hokkaido isく くSapporo―Kl" of、vhich origin、vasく
い
Vello、v g10ve

Danvers"introduced frorn U.S.A..

So far about 20 diseases of oniOns are known in Japan.  of them basal rot of onions caused by

励 sα/グ″物 θ雰 クθ名%物 f.sp.び タル タ、vaS first recorded in HOkkaido in 1914.

Though the disease had not been serious for many years,it broke out severely in Furano,Sorachi and

lshikari district of Hokkaido in 1973.  Because the diseased onlon in the main field entirely lost its corn‐

mercial value,the control lnethod was in keen demanded by the farmers.

The present report described on the ecology of the disease in the nursery bed,the main field and the

seed farrn,and the control methOd Of the disease.

The symptoms

The disease can be found in the nursery bed, in the main field and seed farm.  Bro、 vning Of the

stemplate and wilting of the lower leaves of the plant is cOmmon character of the symptoms.

Onion seeds are planted in the lniddle March.  Pre― or post―emergence damping off of onlons caused

by正 o光ぃ ,θ″%物 f.Sp. σ夕ヵ 夕OCCurrs in the nursery bed.  The diseased seedlings shown basal rot are found

at the stage of 3 to 4 1eaves of onlons.  But the incidence is very low.

The seedlings of onions are transplanted in early NIay.  Incipient symptom of the diseased plant in the

main field is curving Of lower leaves.  The leaves become yellow and、 vilt in turn. The stemplate Of the

diseased plant are browning.  The bottom of bulb are rot after the bulbing stage of onion.

NItOther onions are planted in late April.  The disease can be observed at the fiowering stage of onlon

in late June.  In early July the symptom become very conspicous, that is, the lo、 ver leaves are 、vilted

ネ Present Address: Hokkaido Prefectural Central Agricultural Experilnent Station,Naganuma,Hokkaido,

069-13,Japan
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drastically. The stemplate of the diseased plant are rotted. The tissue of the

severely infested Onion decays or cllapses. Yield of seeds of the diseased plant

hアith that of healthy one.

A kind of bulb mite,cα ′θgリ クん恋 sp.,and larvae of a lesser bulb fly,Eク 物夕″ クSSナ れ酔ゲ体 ,accomanies in

the stemplate of the diseased onion plant.

Pathogen

F,Oxysporurn、 vas doHlinantly isOlated frona the stemplate or the scales of onion plants、 vhich sho、ved

various symptoms such as damping off in the nursery bed or basl rOt in the main field.

The various inoculation tests sho、 ved the isolates fronl the diseased onion、 vere pathgenic to oniOns.

In a host range test the fungus、 vas found very specific its pathogenisity to the onlon plant and Welsh

onion, and had no pathogenisity to the plants of 28 species ranged 5 farnilies, Of 6 forma speciales of

F Dttsttθγ物夕?らthe isolates from onion and hVelsh onion、 vere pathogenic tO the onlon plant.

Source Of infection

The seeds of onions carried the causal fungus.  Fi θttys,θ拓%物 f.Sp. び2匁2 0CCurred in soil of the nursery

bed,the main field and the seed farm.  The populatiOn of the propagules of the fungus、vere not different

by the history of the incidence of the diseae,and that of seasOnal change were not conspicuous,  Pig、veeds

、vhich are the most popular、veed in the onion field carried F o文ysクθ″クタタタf.Sp. σ2匁2 Without sho、ving any

symptom.  Cucumber and so others may carry炉 l〕氏伊s,θ夕物″?%f.sp. びタルタin the field.

Infection and disease development

The incidence of the diseased seedling、vere very low in the nursery bed` The diseased onion in the

main field first Observed in late 帥生ay to early」une. The incidence in the main field gradually increased

after this period,and remarkably increaced in the Hllddle to late August.  Such a seasonal fluctuation of

the incidence 、vere recognized in theiseed farm. In this case, remarkable increasing period was a little

earlier than in the main field.

The onion plants、 vere infected by tt θχys,θ/rrク2f,Sp. びタクワタbOth in the nursery bed and in the main

field.  炉lひ光〕sttθ'多″夕%iSOlated frorll the stemplates Of onions、vhich sho、ved nO symptoms such as bro、 vning

of the tissue of the plate.  Considerable percentage of the isolates frorll these stemplates、vere Fi θりsttθ'多″夕?タ

fo sp. びc匁夕.

沖ricroscopical observation shOwed that,under the field condition,the causal fungus at first colonized

the dead tissue of the cortex or dead roots 、vhich i、vere produced during the gro、vth Of onion,and then

hyphac of the fungus spread into the parenchyma of the stemplate of Onion.

The diseased onions in the seed farrll 、vere derived from both the mother onlons、 vhich had carried

the causal fungus and the ones、vhich、vere infected by the fungus in soll of the seed farm.  The disease

cycle Of basal rot of oni01ls waS ShO、vn Fig.20`
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Influence of environmental condition on the disaese development

lt canlbe considered that there is no、relation the years of continuous cropping Of Onions and the incidence

of basal rot of onions in the main field.  The incidence of basal rOt、 vere high in the main field after the

nursery bed.

H[igh temperature and lo、v level of soil 、vater enhanced the development of the disease,  There was

no clear relation between application of nitrogenous fertilizer and the incidence of the basal rot of onlons.

It、vas considered that F少タィタ%θご力″夕方αナタrγesサ脅s and Fi 3職s,θγ物タタ2f.Sp.びc匁2 infected the onion plant inde‐

pendently.  Pナ タタγ夕s″″s was often is01ated fronl the basal rot onions.

Bulb rnites,Cα ′9g′)夕カタ杏Sp.,were always observed at the stemplate of the diseased onlon plant. The

Hlite colonizes saprophytically on the stemplate and make the symptom of basl rOt severe.

Control

E)isinfestation of onion seeds by benomyl-20-TMItTD-20 increased the frequency of emergence and

stand of the seedlings of onions.

Basal rOt Of onions in the main field was controlled by dippingiof the seedlings intoiaqueous suspension

of benomyl-50弱 、 The most effective concentration of benomyl 、 vas 5%, and itS residual effcet in the

stemplate was about 70 days after transplanting.  The effect of dipping treatment of seedling by benomyl

on the disease control became even stronger、vhen the fungicide、vas added by β一indOle butylic acid.

E)ipping of mOtherlonions intO aqueous suspensioniof benomyl decreased the incidence Of basal rOt of

onlons in the seed farm. The most effective and practical concentration of benomyl is considered l to 2ラろ.
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